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中
唐
の
代
表
詩
人
で
あ
る
白
居
易
は
詩
作
に
よ
れ
ば
多
病
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
は
あ
く
ま
で
公
表
を
考
え
た
作
品
に
よ
る
も
の
で
事
実

（
１
１
３
）

の
歴
史
考
証
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
ま
で
い
く
つ
か
の
論
が
為
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
中
国
医
学
の
観
点
か
ら
す
る
と
意

見
を
異
に
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
論
ず
る
こ
と
で
中
唐
の
疾
病
史
の
一
端
を
語
れ
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

白
居
易
（
楽
天
）
疾
病
孜

〔
要
旨
〕
詩
作
に
よ
り
、
白
居
易
は
多
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
中
医
学
の
見
地
か
ら
疾
病
を
分
析

研
究
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
誤
解
も
多
々
見
ら
れ
る
。
身
心
の
背
景
因
子
の
分
析
に
基
づ
き
、
疾
病
及
び
老
化
に
関

す
る
考
察
を
行
い
新
知
見
を
得
た
。
と
く
に
母
親
か
ら
得
る
べ
き
先
天
の
腎
精
不
足
が
考
え
ら
れ
、
後
天
的
に
は
種
々

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
肝
気
鯵
結
が
多
く
の
疾
病
の
病
因
と
な
っ
た
。
ま
た
後
天
の
本
で
あ
る
肺
や
脾
胃
の
不
十
分
な
働

き
の
た
め
に
、
気
血
津
液
の
産
生
が
不
足
し
た
こ
と
も
雄
礎
病
因
と
な
っ
た
。
眼
症
状
、
風
癖
の
病
、
肺
疾
忠
に
つ
い

て
分
析
を
行
い
、
更
に
早
老
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
肝
鯵
化
火
、
木
火
刑
金
、
風
寒
湿
邪
、
腎
精
不
足
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母
は
十
五
歳
で
詩
人
で
も
あ
る
父
に
嫁
ぎ
、
十
八
歳
で
白
居
易
を
生
ん
で
い
る
。
長
兄
は
居
易
が
四
十
六
歳
の
時
死
亡
、
三
弟
は
居
易
が

五
十
五
歳
の
時
、
つ
ま
り
両
者
共
に
五
十
歳
前
後
で
亡
く
な
り
、
更
に
四
弟
は
九
歳
で
天
折
し
て
い
る
。
兄
弟
の
年
齢
か
ら
考
え
れ
ば
、
十

六
、
七
歳
で
初
産
で
あ
ろ
う
。
『
医
心
方
」
巻
二
十
一
に
『
小
品
方
』
云
う
と
し
て
「
今
は
、
婦
人
が
早
婚
な
の
で
、
腎
の
根
本
が
ま
だ
し
っ

か
り
し
な
い
う
ち
に
子
を
産
み
、
腎
を
損
傷
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
今
の
婦
人
が
病
む
と
、
必
ず
難
治
と
な
る
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

当
時
の
生
活
環
境
、
栄
養
状
態
か
ら
考
え
れ
ば
、
若
年
で
の
出
産
や
多
産
は
、
「
心
疾
」
で
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
母
に
と
っ
て
か

な
り
の
負
担
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
心
疾
と
は
何
か
、
中
医
学
で
云
う
「
心
」
と
は
必
ず
し
も
心
臓
病
の
こ
と
の
み
を
意
味
し
な
い
・

心
の
病
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
謝
思
緯
「
白
居
易
集
綜
論
」
に
は
、
不
幸
な
結
婚
・
九
歳
の
子
供
を
亡
く
し
た
こ
と
・
生
活
苦
な

（
７
）

ど
に
よ
る
、
重
い
謹
病
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鯵
病
を
発
症
す
る
基
礎
体
質
と
し
て
、
心
肝
の
氣
血
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
氣
・
血
・
津
液
の
不
足
状
況
が
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
人
も
出
産
し
た
こ
と
は
当
然
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
ろ
う

し
、
本
人
の
傷
腎
の
結
果
と
し
て
子
供
達
が
十
分
な
先
天
の
精
氣
（
腎
精
）
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
第
四
子
の

ア
フ
ヂ
ニ
め
る
。 （

４
４
．
０
１
１
ハ
リ
）

先
人
の
研
究
を
も
と
に
白
居
易
の
事
歴
を
通
し
て
体
質
を
考
え
て
み
る
。
祖
父
は
六
十
八
歳
、
父
は
六
十
六
歳
、
母
は
五
十
七
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
白
居
易
は
蒲
柳
の
質
で
あ
っ
た
と
自
述
し
て
い
る
が
、
「
先
天
の
本
」
が
不
足
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
問
題
は
母
親
に
あ
り
そ

早
逝
は
そ
の
感
を
強
く
す
る
。

彼
を
一
流
の
教
養
人
に
育
て
上
げ
た
最
愛
の
母
で
あ
り
、
し
か
も
十
分
な
孝
行
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
く
様
は
「
慈
烏
そ
の
母
を
失

（
８
）

い
、
唖
唖
と
哀
音
を
吐
く
。
」
（
『
白
居
易
集
』
巻
一
慈
烏
夜
啼
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

居
易
は
父
を
二
十
三
歳
の
時
亡
く
し
、
更
に
母
を
四
十
歳
で
、
し
か
も
こ
の
年
は
愛
娘
を
続
い
て
亡
く
し
て
い
る
。
彼
の
生
涯
は
二
十
一

基
礎
的
な
事
歴
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引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
先
天
の
精

氣
不
足
の
上
に
、
更
に
飲
酒
と
後
述
す
る
仙
薬
（
外
丹
）
の
習
慣
的
服
用
、
そ
れ
に
時
代
背
景
と
し
て
政
治
抗
争
、
戦
争
内
乱
、
貧
窮
す
る
庶

民
へ
の
慈
愛
の
心
と
そ
れ
に
伴
う
自
己
能
力
の
限
界
に
対
す
る
怒
り
な
ど
が
複
雑
に
関
わ
っ
て
い
る
。
悲
哀
の
み
な
ら
ず
、
怒
り
、
恐
れ
、

悩
み
煩
う
、
思
い
悩
む
、
憂
い
、
実
に
多
用
な
感
情
の
嵐
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
と
想
像
で
き
、
こ
れ
は
七
情
内
傷
を
起
こ
し
、
殆
ど
全
て
の

臓
脈
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
（
図
１
）
。
五
臓
六
腋
は
相
生
相
克
の
関
係
で
相
互
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
当
然

な
が
ら
種
々
の
疾
病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

彼
の
生
涯
は
大
き
く
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
段
階
は
生
誕
時
よ
り
江
州
に
艇
調
さ
れ
た
四
十
四
歳
（
元
和
十
年
）
ま
で
。
進
士
に
累
し
た
後
自
校
書
郎
を
手
始
め
と
し
て
官
吏
へ
の

道
を
進
み
、
希
望
に
燃
え
「
貞
観
の
治
」
を
理
想
と
し
て
、
積
極
的
に
政
治
改
革
の
意
見
な
ど
を
表
示
し
て
い
た
。
元
和
十
年
正
月
、
節
度

使
の
反
乱
を
き
っ
か
け
と
し
て
戦
争
が
始
ま
り
、
更
に
六
月
に
は
宰
相
が
暗
殺
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
居
易
は
書
奏
し
た
が
、
こ
れ
が
旧
官
僚

の
恨
み
を
買
い
、
謹
言
さ
れ
流
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
の
心
痛
は
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
詩
作
は
多
い
が
、
そ

f等?声弓､、

喜） 肝

野
手
叶
壷
砿
雨

jひ

脾

肺

腎

⑬
胃

－：関係の強いもの

-------：関係の弱いもの

七情と臓腋の関係

図1

’

歳
の
時
に
第
四
弟
を
亡
く
し
て
以
来
、
親
族
・
友
人
と
実
に
多
く

の
死
と
関
わ
っ
て
い
る
。
当
然
こ
の
こ
と
が
自
分
の
体
弱
と
相
ま

っ
て
、
無
常
観
を
抱
く
に
至
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
母
と
娘
を
亡
く

し
た
と
き
の
作
詞
「
四
十
に
し
て
未
だ
老
を
爲
さ
ざ
る
も
、
憂
に

早
衰
を
傷
ら
る
を
悪
む
。
前
歳
に
は
二
毛
生
じ
、
今
年
は
一
歯
落

っ
。
形
骸
日
に
損
耗
し
、
心
事
同
じ
く
請
索
た
り
。
」
（
巻
十
自

（
９
）

覺
二
首
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
憂
悲
に
よ
る
肺
の
損
傷
（
憂
悲
傷

肺
）
を
初
め
と
す
る
五
臓
六
脈
の
傷
害
（
つ
ま
り
「
七
情
内
傷
」
）
を
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中
唐
の
士
太
夫
階
級
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
白
居
易
の
基
礎
教
養
は
儒
教
で
あ
る
が
、
漢
魏
晋
以
降
、
儒
仏
道
三
教
調
合
の
傾
向
は
一

般
的
で
あ
り
、
彼
も
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

人
生
第
一
期
に
は
、
社
会
改
革
に
情
熱
を
抱
き
、
搾
取
さ
れ
て
い
た
農
民
の
疾
苦
に
同
情
し
、
儒
家
の
「
百
姓
足
、
君
執
不
足
。
百
姓
不

足
、
君
執
與
足
。
」
と
い
う
思
想
が
影
響
し
た
。
儒
家
の
基
本
思
想
で
あ
る
「
仁
恕
」
の
も
と
に
、
彼
ら
に
最
低
の
物
質
生
活
を
保
障
し
た
い

と
主
張
し
、
忠
州
、
杭
州
、
蘇
州
の
刺
史
時
代
に
は
生
産
向
上
の
為
に
水
利
事
業
を
行
い
、
税
負
担
の
軽
減
な
ど
に
配
盧
し
た
治
世
で
あ
っ

た
。
任
地
よ
り
移
動
の
際
は
、
そ
の
都
度
、
多
く
の
人
民
が
別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
う
。

進
士
に
及
第
し
洛
陽
に
赴
く
と
き
凝
公
大
師
と
結
識
し
た
の
が
仏
教
と
直
接
縁
が
出
来
た
初
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
三
十
九
歳
、
母
と
娘

（
Ⅷ
〉

の
翌
年
書
か
れ
た
の
が
名
作
「
琵
琶
行
」
（
巻
十
二
）
で
あ
る
。

第
二
段
階
は
四
十
五
歳
（
元
和
十
一
年
）
よ
り
五
十
七
歳
（
大
和
二
年
）
ま
で
。
こ
の
間
、
江
州
司
馬
、
忠
州
刺
史
、
中
書
舎
人
、
杭
州
・

蘇
州
刺
史
と
刑
部
侍
郎
と
歴
任
し
地
位
も
上
が
り
、
思
想
的
に
も
激
情
が
潜
み
、
儒
家
の
宿
命
論
、
懐
疑
的
な
心
情
の
も
と
に
、
道
教
・
仏

（
Ⅲ
）

教
に
多
大
の
慰
籍
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
「
即
事
詠
懐
、
題
於
石
上
」
（
巻
七
）
等
の
作
詞
が
あ
る
。
こ
の
間
も
幾
多
の
疾
病
、
さ
ら
に
は
落

馬
事
故
も
あ
っ
た
。
五
十
五
歳
（
宝
暦
二
年
）
敬
宗
殺
害
事
件
に
端
を
発
す
る
二
李
の
党
争
に
居
易
は
大
き
な
精
神
的
苦
痛
を
感
じ
、
病
と

称
し
て
免
官
を
願
い
出
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
段
階
は
、
七
十
五
歳
（
會
昌
六
年
）
で
死
亡
す
る
ま
で
。
洛
陽
に
帰
り
、
晩
年
の
十
八
年
間
は
比
較
的
閖
官
に
過
ご
し
、
詩
酒
、
琴
書
、

礼
仏
、
修
道
な
ど
常
楽
の
精
神
を
知
足
し
た
。
「
若
し
樂
天
に
病
を
憂
う
こ
と
否
か
ら
ん
か
（
と
問
え
ば
）
、
樂
天
命
を
知
る
こ
と
了
り
憂
い
無

し
」
（
巻
三
十
五
枕
上
作
）
に
見
え
る
「
知
足
」
の
思
想
は
、
儒
家
の
「
達
人
知
命
」
と
道
家
の
「
知
足
不
辱
」
を
包
酒
す
る
。
三
教
の
関
わ
り

し
」
（
巻
三
十
五
枕
上
作
）
に
見
与

に
つ
い
て
は
次
段
で
詳
述
す
る
。

儒
仏
道
三
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
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（
過
）

が
病
死
し
た
と
き
、
「
我
浮
屠
の
教
え
を
聞
き
、
中
に
解
脱
の
門
有
り
」
（
巻
十
自
覺
二
首
の
二
）
と
、
仏
教
（
浮
屠
教
）
に
心
を
寄
せ
て
い
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
四
十
四
歳
、
江
州
に
艇
調
さ
れ
る
時
、
仏
心
は
一
層
高
ま
る
。
杭
州
刺
史
の
時
は
仏
教
寺
院
が
多
い
土
地
柄
、
積
極
的
に

名
刹
を
訪
問
し
談
禅
論
道
し
た
。
五
十
八
歳
以
降
は
疾
病
、
友
人
達
の
死
去
の
た
め
仏
事
に
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
解
脱
を
求
め
多
額
の
喜

捨
も
行
っ
た
。
詩
作
、
嗜
酒
と
共
に
こ
う
い
っ
た
仏
教
に
よ
る
安
心
立
命
が
な
け
れ
ば
、
居
易
の
身
心
の
破
綻
は
も
っ
と
早
く
に
訪
れ
て
い

捨
も
行
っ
た
。

た
で
あ
ろ
う
。

（
旧
）

た
だ
津
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
居
易
の
仏
教
思
想
は
同
時
代
の
詩
人
達
と
同
じ
く
、
生
死
を
大
事
と
し
生
死
を
解
脱
す
べ
き
と
説

く
仏
教
思
想
で
は
な
く
、
死
生
を
斉
し
く
見
る
の
も
、
共
に
忘
れ
る
の
も
、
解
脱
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
生
を
空
と
し
て
そ
れ
に
執
着

し
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
来
て
い
る
。
前
記
し
た
「
自
覺
二
首
」
の
二
（
巻
十
）
の
後
半
部
分
に
明
ら
か
で
あ
る
。
実
は
こ
の
考
え
は
「
荘
子
』

な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
道
家
の
そ
れ
で
あ
る
。
仏
教
を
道
家
の
目
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
家
の
語
に
よ
っ
て
仏
教
の
思
想
を
説
く
こ
と

（
蝿
）

は
両
晋
時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
両
者
の
様
々
な
結
び
つ
き
の
影
響
下
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「
道
遙
詠
」
（
巻
十
二
の
道
遙
の
語
が
『
荘

（
Ｍ
）

子
」
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
「
題
贈
定
光
上
人
」
（
巻
九
）
に
は
『
荘
子
』
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
官
禄
名

利
の
世
界
を
離
れ
、
仏
教
を
隠
逸
思
想
に
結
び
つ
け
る
と
共
に
、
道
家
的
老
荘
的
な
人
生
観
と
死
生
観
に
よ
っ
て
仏
教
を
見
る
こ
と
に
な
っ

さ
て
次
に
健
康
問
題
の
観
点
か
ら
道
教
と
の
関
係
を
考
え
る
。
唐
の
王
朝
が
李
姓
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
姓
の
李
耳
（
老
恥
）
を
太
上
玄

元
皇
帝
と
崇
め
た
た
め
、
唐
代
に
道
教
は
大
い
に
発
展
し
、
読
書
人
に
と
っ
て
『
老
子
道
徳
経
」
「
荘
子
』
は
基
礎
教
養
で
あ
っ
た
。
「
仲
夏

（
肥
）

齋
戒
月
」
（
巻
八
）
に
も
明
瞭
に
出
て
い
る
が
、
道
教
の
重
要
教
義
の
「
齋
戒
」
以
上
に
彼
の
興
味
を
引
い
た
の
は
服
食
と
外
丹
に
よ
る
不
老

（
Ⅳ
）

長
生
で
あ
る
。
「
不
二
門
」
（
巻
十
一
）
に
「
雨
眼
日
に
將
に
暗
く
、
四
肢
漸
く
衰
痩
す
。
・
・
・
…
亦
た
曾
っ
て
大
藥
を
嶢
き
、
乖
火
候
を
消
息
す
。

至
り
て
今
も
残
り
し
丹
砂
を
、
嶢
干
す
る
も
成
就
せ
ず
。
」
の
「
嶢
干
丹
砂
」
（
「
嶢
丹
」
）
を
初
め
と
し
て
、
「
五
石
散
」
な
ど
の
鉱
物
薬
の
服

用
は
、
遠
く
秦
漢
代
よ
り
始
ま
り
当
時
も
依
然
と
し
て
流
行
し
て
い
た
。
居
易
自
身
は
そ
の
効
果
に
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
も
、
病
身
で
あ
っ

（
旧
）

た
と
云
え
る
。
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「
焼
丹
」
を
試
み
失
敗
し
た
記
述
は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
そ
れ
は
水
銀
中
毒
を
回
避
し
た
こ
と
に
な
り
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
以
外
の
道
教
関
連
の
薬
物
は
服
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
若
年
の
頃
の
詩
に
見
ら
れ
る
「
紅
消
散
」
「
碧
雲
英
」
な
ど
。

前
者
は
「
洞
天
奥
旨
」
に
見
ら
れ
、
藤
を
治
す
為
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
碧
英
と
は
道
教
内
煉
名
詞
で
津
液
の
こ
と
を

云
う
。
ま
た
居
易
は
病
弱
な
ぶ
ん
種
々
の
薬
物
の
使
用
が
見
ら
れ
、
地
黄
粥
な
ど
の
薬
膳
的
用
法
も
試
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
医
薬
関
連

を
始
め
、
外
丹
、
採
薬
な
ど
に
関
し
て
は
道
士
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
雲
母
の
服
用
は
続
い
て
い
た
ふ
し
が
窺
わ
れ
る
。

（
別
）

六
十
三
歳
の
時
の
「
暁
に
雲
英
を
服
す
」
（
巻
三
十
一
早
服
雲
母
散
）
や
七
十
一
歳
の
時
の
「
雲
液
六
腋
に
酒
み
る
」
（
巻
三
十
六
對
酒
閑
吟
、
贈

（
型
）
（
出
）
（
型
）

同
老
者
）
、
ま
た
年
齢
は
不
明
だ
が
、
「
朝
に
雲
母
散
を
餐
し
、
夜
に
塵
精
を
吸
抗
す
。
」
（
巻
一
夢
仙
）
や
「
一
匙
の
雲
母
粉
」
（
巻
七
宿
簡
寂
観
）

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

雲
母
の
薬
効
を
軍

森
立
之
復
元
の
「
神
農
本
草
経
」
の
記
述
は
、
丹
砂
は
「
精
神
を
養
い
、
魂
塊
を
安
ん
じ
、
氣
を
益
し
目
を
明
ら
か
に
し
、
魅
邪
悪
鬼
を

殺
精
し
、
久
服
す
れ
ば
神
明
に
通
じ
、
老
い
ず
、
能
く
化
し
て
求
と
爲
る
・
」
、
ま
た
水
銀
は
「
金
銀
銅
錫
の
毒
を
殺
し
、
錆
化
し
て
復
た
丹

（
帥
）

に
還
る
と
爲
す
。
久
服
す
れ
ば
神
仙
不
死
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
各
生
薬
の
記
述
末
尾
部
分
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
森
立
之
『
本
草
経
孜
注
」

を
註
記
す
る
。

「
嶢
丹
」
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
え
よ
う
。
丹
と
は
丹
砂
田
傷
）
で
あ
り
、
焼
く
こ
と
に
よ
り
水
銀
に
変
わ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
抱
朴
子
」

の
「
丹
砂
之
を
嶢
き
て
水
銀
と
成
り
、
積
愛
し
て
ま
た
丹
砂
に
還
成
す
る
。
是
な
り
。
」
の
記
述
の
よ
う
に
、
赤
い
固
体
の
朱
砂
か
ら
液
体
の

（
脇
）

白
い
水
銀
に
相
互
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
変
化
と
回
帰
と
い
う
性
質
に
基
づ
い
て
身
体
の
若
返
り
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
。

（
肥
）

た
だ
け
に
藁
を
も
槌
る
想
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
海
漫
漫
」
（
巻
三
）
の
「
山
上
多
く
不
死
の
藥
を
生
じ
、
之
を
服
す
れ
ば
羽
化
し

て
天
仙
と
爲
る
・
」
に
も
窺
え
る
。

「
神
農
本
草
経
』
に
は
「
中
風
寒
熱
、
車
船
上
に
在
る
が
如
き
を
治
し
、
邪
氣
を
除
き
、
子
精
を
益
し
、
目
を
明
ら
か
に
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（
恥
）

し
、
久
服
す
れ
ば
身
は
輕
く
、
延
年
す
。
」
と
あ
る
。
『
本
草
経
孜
注
」
の
詳
細
を
註
記
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
眼
疾
患
や
風
解
に
伴
う

眩
量
な
ど
に
悩
ん
で
い
た
居
易
に
と
っ
て
、
雲
母
の
薬
効
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
神
農
本
草
経
集
注
」
を
編
纂
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
陶
弘
景
は
道
家
で
も
あ
り
、
彼
が
著
し
た
と
さ
れ
る
『
眞
詰
」
を
居
易
が
読
ん
で
い

た
と
思
わ
れ
る
詩
「
歯
を
叩
き
晨
興
き
秋
院
静
か
、
香
を
焚
き
宴
坐
し
晩
音
深
し
。
七
篇
の
眞
詰
仙
事
を
論
じ
、
一
巻
の
壇
経
佛
心
を
説
く
。
」

（
巻
二
十
三
味
道
）
に
見
ら
れ
る
「
叩
歯
」
も
明
ら
か
に
道
法
で
あ
る
。
仏
教
と
道
教
を
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
は
、
両
者
に
対
等
の
価
値
を
見

（
巻
二
十
三
味
道
）
に
見
ら
れ
活

出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
薬
物
の
服
用
と
い
う
面
に
限
ら
ず
、
精
神
的
に
も
儒
仏
道
三
教
が
居
易
の
意
識
下
に
包
酒
さ
れ
、
儒
家
の
「
天
命
」
、
道
家
の

「
造
遙
遊
」
、
佛
家
の
「
四
大
皆
空
」
に
よ
り
安
慰
の
氣
持
ち
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
病
弱
に
も
拘
わ
ら
ず
比
較
的

（
郡
）

に
長
生
で
き
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
金
谷
は
居
易
の
人
生
指
向
を
「
人
生
の
實
事
は
こ
れ
歓
娯
」
（
巻
六
十
六
老
父
）
な
ど
を
引
き
、
現
実
生

活
を
快
適
に
す
る
こ
と
、
名
利
を
求
め
る
こ
と
の
余
り
の
激
し
さ
と
い
っ
た
、
老
年
ま
で
衰
え
な
か
っ
た
激
し
い
歓
楽
追
求
に
置
き
、
こ
れ

が
閖
適
の
境
を
慕
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
共
に
、
儒
仏
道
三
教
の
思
想
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
こ
の
一
貫
し
た
欲
求
に
役
立
て
ら
れ
た

も
の
と
云
う
。
そ
し
て
多
数
の
詩
作
を
為
し
た
源
泉
も
こ
の
歓
楽
の
追
求
と
関
連
づ
け
、
更
に
年
寿
や
健
康
へ
の
配
慮
も
繊
細
な
感
じ
や
す

い
詩
人
の
心
を
示
す
も
の
で
、
純
粋
な
ま
ど
こ
ろ
で
真
実
の
生
き
方
を
求
め
る
人
で
あ
っ
た
と
見
な
す
。

白
居
易
の
疾
病
史
は
初
期
の
詩
作
に
「
久
し
く
労
生
事
を
爲
し
、
攝
生
道
を
学
ば
ず
。
年
少
已
に
多
病
、
此
身
豈
老
に
堪
え
ん
。
」
（
巻
十
三

病
中
作
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
に
は
自
注
が
付
き
「
時
年
十
八
」
と
あ
り
、
年
少
期
よ
り
体
弱
多
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
既
に
記

し
た
よ
う
に
二
十
一
歳
で
弟
を
、
二
十
三
歳
で
父
を
失
っ
て
お
り
、
「
二
十
已
来
、
昼
に
賦
を
課
し
、
夜
に
書
を
課
し
、
同
じ
く
ま
た
詩
を
課

し
、
寝
息
の
暹
あ
ら
ず
。
以
て
口
舌
に
瘡
を
成
し
、
手
肘
に
胆
を
成
す
に
至
る
。
既
に
壮
と
な
り
層
革
に
盈
豊
な
ら
ず
、
未
だ
老
な
ら
ざ
る

疾
病
に
つ
い
て
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｜
、
眼
疾

（
詔
）

眼
症
状
の
記
述
は
第
一
期
の
終
盤
、
四
十
前
半
の
時
の
詩
「
眼
を
病
み
て
昏
き
こ
と
夜
に
似
た
り
」
（
巻
六
答
ト
者
）
や
「
害
魔
雨
眼
を
昏

（
鋤
）

く
す
」
（
巻
九
白
髪
）
に
見
ら
れ
、
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
四
十
三
歳
の
時
に
友
人
か
ら
来
た
見
舞
い
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
に
「
黄
連
を
鮎

（
帥
）

壷
す
る
も
尚
未
だ
平
か
な
ら
ず
。
」
（
巻
十
四
得
銭
舎
人
書
問
眼
疾
）
と
あ
る
。
こ
の
点
眼
薬
と
し
て
用
い
た
黄
連
は
火
熱
を
情
す
る
薬
で
あ
る
。

つ
ま
り
眼
症
状
の
原
因
は
炎
症
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
炎
症
が
い
か
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
か
を
検
討
す
る
と
、
「
眼
痛

燈
を
滅
し
猶
闇
に
坐
す
」
（
巻
十
五
舟
中
讓
元
九
詩
）
と
か
、
四
月
に
進
士
考
試
に
絡
む
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
両
李
党
争
」
が
起
こ
り
遷

延
し
た
時
期
で
あ
る
五
十
歳
の
時
の
「
黒
花
眼
に
満
つ
」
（
巻
十
九
自
問
）
や
、
五
十
五
歳
の
時
の
詩
「
空
中
に
散
乱
す
千
片
の
雪
、
檬
朧
と
し

て
物
上
に
一
重
の
紗
…
。
：
書
は
風
眩
に
し
て
肝
家
に
在
り
と
言
う
。
」
（
巻
二
十
四
有
眼
病
二
首
の
第
一
首
）
、
更
に
「
眼
の
蔵
損
傷
來
り
て
已
に

久
し
、
病
根
牢
固
に
し
て
去
應
し
難
し
。
書
師
壼
く
先
ず
停
酒
を
勧
め
る
。
…
…
合
中
に
決
明
丸
を
虚
撚
す
る
も
、
人
間
の
方
薬
應
じ
て
益

無
し
・
」
（
同
、
第
二
首
）
と
い
う
よ
り
詳
細
な
記
述
が
有
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
眼
痛
が
あ
り
、
多
数
の
雪
が
舞
う
よ
う
に
眼
花
が
有
り
、
紗
が
か
か
っ
た
よ
う
に
霞
み
、
医
師
は
肝
を
主
病
因
と

（
１
）

す
る
「
風
眩
」
で
あ
る
と
言
い
、
禁
酒
を
勧
告
し
、
決
明
丸
を
飲
め
と
言
う
。
今
井
は
眼
科
医
萱
沼
の
近
視
と
眼
精
疲
労
説
を
引
用
す
る
が
、

如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
医
学
的
に
は
こ
れ
は
氣
鯵
を
背
景
と
す
る
「
肝
火
上
炎
」
で
あ
り
、
「
素
問
』
陰
陽
應
象
大
論
篇
の
「
肝
は
目

に
歯
髪
早
く
も
衰
ろ
え
白
し
。
」
（
巻
四
十
五
與
元
九
害
）
と
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
多
分
母
親
か
ら
先
天
の
腎
精
を
十
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
蒲
柳
の
質
で
あ
っ
た
大
き
な
理
由
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
親
族
。
友
人
な
ど
多
く
の
死
と
の
関
わ
り
、
職
務
上
の
悩
み
な
ど
に
よ
る
七
情
内
傷
も
大
き
な
影
響
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
飲

酒
と
生
活
環
境
の
悪
さ
（
寒
さ
、
多
湿
、
清
貧
）
は
病
状
の
悪
化
に
作
用
し
た
た
め
、
居
易
自
身
も
「
新
た
に
藥
草
を
合
和
し
、
蕾
方
言
を
尋

（
”
）

検
す
。
」
（
巻
八
病
中
逢
秋
、
招
客
夜
酌
）
と
医
書
を
読
み
対
応
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
個
々
の
疾
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
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を
主
る
」
こ
と
か
ら
も
、
肝
火
は
も
ろ
に
目
に
影
響
す
る
。
金
代
の
著
明
な
医
家
の
一
人
劉
河
間
は
「
目
昏
き
て
黒
花
を
見
る
は
、
熱
氣
甚

し
き
に
由
り
て
之
を
目
に
發
す
」
と
説
き
、
ま
た
俔
仲
賢
は
「
怒
甚
し
く
肝
を
傷
れ
ば
、
…
…
其
病
膠
泪
無
く
痛
痒
蓋
明
し
、
緊
渋
の
證
、

初
め
は
但
だ
昏
く
雰
露
中
を
行
く
が
如
く
、
漸
く
空
中
に
黒
花
有
り
。
」
と
云
う
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
白
居
易
の
眼
症
状
は
お
お
む
ね
「
肝

火
」
で
説
明
が
出
来
る
。
ち
な
み
に
詩
中
に
云
う
、
医
師
が
診
断
し
た
「
風
眩
」
と
は
風
熱
眩
量
の
こ
と
で
此
処
で
は
妥
当
し
な
い
。
風
熱

眼
痛
（
或
い
は
風
火
眼
痛
）
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
治
法
に
黄
連
水
を
点
眼
す
る
こ
と
も
古
来
行
わ
れ
て
お
り
問
題
な
い
。
「
風
眼
」
の
誤
記
で
あ

し
か
し
単
な
る
氣
鯵
に
よ
る
肝
火
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
宋
代
の
名
医
許
叔
微
が
言
う
よ
う
に

素
問
に
曰
く
、
久
視
す
れ
ば
血
を
傷
り
、
血
は
肝
が
主
る
。
故
に
勤
書
し
て
則
ち
肝
を
傷
れ
ば
、
目
昏
を
主
り
、
肝
傷
れ
れ
ば
則
ち
自

か
ら
風
熱
を
生
じ
、
氣
は
上
騰
し
目
昏
に
到
る
。
亦
た
補
藥
を
專
服
す
る
は
可
な
ら
ず
、
但
益
血
鎮
肝
明
目
藥
を
服
す
れ
ば
自
癒
す
。

居
易
の
体
力
を
考
え
る
と
、
清
肝
火
の
み
で
な
く
補
血
に
も
配
盧
す
る
許
叔
微
の
考
え
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
居
易
の
眼

症
状
は
根
本
に
全
身
的
な
氣
血
不
足
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
心
肝
の
氣
血
も
不
足
し
、
一
層
情
緒
的
に
不
安
定
と
な
り
肝
氣
鯵
結
し
、
篭
久
化

火
で
火
を
生
み
、
眼
痛
、
眼
花
、
目
昏
、
霧
視
な
ど
の
症
状
を
発
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
眼
症
状
は
五
十
九
歳
に
眼
花
の
記
述
を
認
め
、
以
後
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
老
境
に
入
り
情
緒
的
に
安
定
し
、
座
禅
な
ど
に
よ

る
精
神
の
安
寧
が
肝
鯵
を
減
ら
し
、
眼
症
状
を
緩
解
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

つ
つ
シ
フ
０二

、
風
瘻
に
つ
い
て

初
め
て
「
風
癖
」
の
疾
病
を
得
た
の
は
六
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
「
冬
十
月
甲
寅
の
旦
、
始
め
て
風
癖
の
疾
を
得
る
」
（
巻
三
十
五
病
中
詩
十

（
訓
）

五
首
並
序
の
序
）
と
記
す
。
癖
証
と
は
神
経
痛
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
痛
風
な
ど
の
嬉
痛
疾
患
を
云
う
。
こ
こ
で
「
且
」
つ
ま
り
朝
に
症
状
が
顕
れ

（
犯
）

た
と
云
う
こ
と
は
、
時
間
治
療
学
の
考
え
か
ら
す
る
と
、
病
因
は
風
邪
、
氣
滞
、
熱
邪
な
ど
の
陽
邪
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
中
医
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学
の
理
論
は
後
述
す
る
が
、
癖
証
の
基
本
病
因
は
風
・
寒
・
混
邪
で
あ
る
の
で
、
朝
方
に
発
症
し
た
居
易
の
癖
証
の
病
因
で
は
「
風
邪
」
が

直
接
的
な
発
症
誘
因
で
あ
り
、
背
景
因
子
と
し
て
「
寒
・
漏
邪
」
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
続
く
第
一
詩
（
巻
三
十
五
初
病
風
）
に
は
「
肘
癖
は
生
柳
に
宜
し
く
、
頭
旋
劇
し
く
縛
蓬
す
。
」
続
く
第
二
詩
に
は
「
風
疾
侵
凌
し
老

頭
に
臨
み
、
血
凝
筋
滞
し
柔
調
わ
ず
。
…
…
腹
空
き
先
ず
松
花
酒
を
進
む
、
膝
冷
え
桂
布
襄
を
重
装
す
。
」
（
枕
上
作
）
と
あ
る
。
「
松
花
」
の

作
用
は
「
心
肺
を
潤
し
、
氣
を
益
し
、
風
を
除
き
止
血
す
る
」
ま
た
「
血
を
養
い
煽
風
す
る
」
「
風
混
を
除
く
」
な
ど
と
諸
医
書
に
記
載
が
あ

る
。
松
花
酒
は
『
元
和
紀
用
経
』
に
初
載
で
「
風
眩
頭
旋
腫
癖
、
皮
膚
頑
急
を
治
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
桂
」
は
温
陽
作
用
の
あ
る
桂
皮

を
革
袋
に
入
れ
膝
に
当
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
翌
六
十
五
歳
三
月
に
漸
く
小
康
を
得
た
時
の
詩
に
は
「
風
癖
宜
く
和
緩
す
、
春
來
り
て
脚
校
（
較
）
べ
て
軽
し
。
」
（
巻
三
十
五
春
暖
）

と
あ
る
が
、
温
暖
の
気
候
で
緩
解
し
た
と
云
う
こ
と
は
、
病
因
に
寒
邪
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ち
な
み
に
「
中
風
癖
之
疾
」

あ
た

（
巻
七
十
一
薑
西
方
頓
記
）
と
あ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
中
風
の
病
で
は
な
く
、
「
風
解
の
疾
に
中
る
」
で
あ
る
。

（
１
）

で
は
「
風
癖
」
と
は
何
か
、
今
井
は
「
中
風
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
中
医
学
の
基
礎
古
典
で
あ
る
『
黄
帝
内
経
』
を

見
よ
う
。
「
素
問
」
癖
論
篇
第
四
十
三
に
「
黄
帝
問
い
て
曰
く
、
癖
の
安
ん
ぞ
生
ず
る
や
。
岐
伯
對
え
て
曰
く
、
風
寒
漁
三
氣
雑
し
て
至
り
、

合
し
て
癖
と
爲
る
也
。
其
の
風
氣
勝
れ
ば
、
行
癖
と
爲
し
、
寒
氣
勝
れ
ば
、
痛
癖
と
爲
し
、
混
氣
勝
れ
ば
、
著
癖
と
爲
す
也
・
」
と
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
ま
ず
「
癖
」
と
は
、
風
寒
湿
等
の
邪
氣
を
感
受
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
。
更
に
そ
れ
に
よ
り
臓
肺
経
絡
氣
血
が
癖
阻
し
て
通
じ

な
く
な
り
、
肢
体
関
節
に
瘤
痛
酸
楚
、
麻
淳
沈
渋
な
ど
の
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
し
、
気
機
の
昇
降
出
入
が
阻
滞
し
て
不
暢
と
な
っ
た
状
態

を
表
す
病
証
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

湿
邪
に
よ
り
症
状
が
顕
れ
る
と
云
う
こ
と
は
、
体
内
に
内
湿
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
居
易
の
場
合
そ
の
原
因
は
飲
酒
と
喫
茶
で
あ

り
、
「
江
南
卑
渥
地
に
配
向
す
」
（
「
縛
戎
人
」
）
、
「
露
渥
緑
蕪
地
」
（
「
酬
張
太
祝
晩
秋
臥
病
見
寄
」
）
、
「
溢
江
に
近
く
地
低
漂
に
住
む
」
（
「
琵
琶
行
並

序
」
）
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
江
州
、
杭
州
、
蘇
州
な
ど
の
任
地
の
湿
度
が
高
か
っ
た
こ
と
も
関
与
し
て
居
る
で
あ
ろ
う
。
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寒
邪
に
よ
り
悪
化
す
る
こ
と
は
、
裏
寒
（
陽
虚
）
状
態
が
あ
り
而
も
寒
邪
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
問
題
と
な
る

基
礎
の
病
理
は
腎
陽
虚
で
あ
る
。
先
天
の
本
が
少
な
く
、
幼
少
年
期
よ
り
多
病
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
然
肺
や
脾
胄
と
い
っ
た
後
天
の
本
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
少
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
肺
氣
虚
・
陽
虚
、
脾
氣
虚
・
陽
虚
が
あ
り
、
結
局
命
門
の
火
へ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
補
給
が
不
十
分
と
な
り
、
腎
陽
虚
の
み
な
ら
ず
、
腎
精
不
足
に
至
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
風
癖
」
と
は
、
「
霊
枢
』
壽
夫
剛
柔
第
六
に
「
病
陽
に
在
る
は
、
命
じ
て
風
と
日
い
、
病
陰
に
在
る
は
命
じ
て
癖
と
日
い
、
陰
陽
倶
に
病

む
は
、
命
じ
て
風
癖
と
日
う
・
」
、
更
に
『
霊
枢
」
厭
病
第
二
十
四
に
「
風
癖
は
淫
の
病
。
已
む
可
か
ら
ざ
る
は
、
足
は
味
を
履
む
が
如
く
、

時
に
は
湯
中
に
入
る
如
く
、
股
脛
淫
し
、
煩
心
、
頭
痛
、
時
に
嘔
、
時
に
幌
、
眩
已
み
て
汗
出
で
、
久
し
け
れ
ば
則
ち
目
眩
し
、
悲
以
て
喜

く
恐
れ
、
短
氣
し
て
樂
し
ま
ず
、
三
年
を
出
ず
し
て
死
す
也
・
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は
「
病
中
詩
十
五
首
並
序
」
の
序
に
記
さ
れ
て
い
る
症

状
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
「
不
出
三
年
死
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
彼
が
こ
の
疾
病
に
罹
患
後
も
七
五
歳
ま
で
、
ほ
ぼ
七
年
の

よ

余
命
を
得
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
条
文
と
反
対
の
「
悲
し
み
を
忘
れ
、
喜
く
恐
れ
ず
、
氣
を
詰
め
ず
楽
し
ん
だ
」
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
鋤
）

『
霊
枢
』
本
藏
第
四
十
七
に
は
「
寒
温
和
せ
ば
則
ち
六
府
穀
を
化
し
、
風
解
作
さ
ず
。
經
脈
通
利
し
、
肢
節
安
を
得
る
。
」
と
あ
る
。

三
、
肺
疾
患

（
別
）

四
十
六
、
七
歳
の
時
、
初
め
て
肺
を
病
み
詩
う
「
肺
病
み
て
酒
飲
ま
ず
」
（
巻
七
閑
居
）
、
五
十
三
歳
の
時
「
氣
嗽
寒
に
因
り
て
發
し
、
風
疾

雨
を
欲
し
て
生
ず
。
…
：
．
唯
陰
晴
を
卜
し
て
解
せ
ん
。
」
（
巻
二
十
三
病
中
害
事
）
。
こ
の
「
寒
邪
に
よ
り
歎
嗽
が
起
こ
り
、
風
疾
は
雨
ふ
ら
ん
と

し
て
生
じ
、
晴
れ
る
と
良
く
な
る
。
」
と
い
う
こ
と
は
基
礎
に
肺
陽
虚
が
あ
り
、
そ
れ
に
寒
湿
疾
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
「
風

癖
」
の
項
で
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

と
こ
ろ
で
何
故
肺
疾
患
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
始
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
母
や
娘
な
ど
の
死
に
よ
る
悲
し
み
が
「
憂
悲
傷
肺
」

し
、
肺
を
損
傷
し
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
詩
が
あ
る
。
同
じ
く
五
十
一
歳
頃
の
詩
に
「
老
い
て
歯
去
り
衰
え
橘
の
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あ
り
、
種
々
の
疾
病
を
』

上
古
天
眞
論
篇
第
一
に
、

丈
夫
八
歳
に
し
て
、

に
衰
蜴
し
、
面
焦
Ｌ

極
ま
れ
り
。
八
八
』

４
、
老
化
に
つ
い
て

（
郷
）

居
易
三
十
五
歳
の
時
の
詩
に
「
白
髪
一
菫
生
ず
」
（
巻
九
初
見
白
髪
）
と
あ
る
。
白
髪
の
原
因
は
必
ず
し
も
腎
虚
に
限
ら
ず
、
血
虚
や
疾
湿

の
停
滞
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
上
記
し
た
よ
う
に
彼
の
場
合
先
天
の
本
で
あ
る
腎
精
を
十
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に

肺
や
脾
胄
と
い
っ
た
後
天
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
不
十
分
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
血
虚
に
も
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
生
活
環
境

や
食
生
活
の
関
係
か
ら
、
体
内
に
湿
邪
疾
飲
を
溜
め
こ
ん
で
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

結
局
白
髪
の
原
因
は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
先
天
の
腎
精
が
不
足
し
て
お
り
、
後
天
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
少
な
け
れ
ば
、

白
髪
に
限
ら
ず
全
身
の
老
化
が
早
く
進
む
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
更
に
心
肝
の
氣
血
不
足
状
態
が
有
る
こ
と
で
、
種
々
の
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
過
剰
な
反
応
が
容
易
に
起
き
る
。
引
き
起
こ
さ
れ
た
氣
篭
は
全
身
の
氣
の
流
れ
の
障
害
と
な
り
、
当
然
氣
の
み
な
ら
ず
血
・
津
液
全
て
に

影
響
が
及
び
、
い
わ
ゆ
る
癌
血
や
疾
飲
と
呼
ば
れ
る
病
理
状
態
を
起
こ
す
。
こ
れ
が
五
臓
六
脈
の
正
常
な
機
能
を
阻
害
す
る
こ
と
も
当
然
で

あ
り
、
種
々
の
疾
病
を
起
こ
す
。
老
化
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
腎
の
働
き
も
低
下
さ
せ
る
悪
循
環
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
素
問
」

酷
を
嫌
う
、
病
は
肺
に
來
り
て
渇
き
茶
香
を
覚
ゆ
・
」
（
巻
二
十
東
院
）
と
あ
る
が
、
橘
の
酸
味
を
嫌
う
と
い
う
こ
と
は
、
酸
と
関
連
す
る
臓
器

は
肝
で
あ
る
か
ら
、
肝
強
状
態
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
肝
強
Ⅱ
木
強
に
よ
り
、
木
火
刑
金
と
な
り
、
金
Ⅱ
肺
を
剋
す
る
。
肝
火
に
よ
り

肺
に
も
火
が
生
ま
れ
、
肺
疾
患
を
来
す
の
み
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て
口
渇
と
な
る
。
肝
強
の
理
由
は
イ
ラ
イ
ラ
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
も

ス
ト
レ
ス
が
引
き
金
に
な
っ
て
肺
疾
患
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

し
て
、
腎
氣
實
し
、
髪
長
く
歯
更
ま
る
。
…
：
．
五
八
に
し
て
腎
氣
衰
え
、
髪
堕
ち
歯
槁
れ
る
。
…
…
六
八
に
し
て
陽
氣
上

面
焦
れ
、
髪
賓
頒
白
た
り
。
七
八
に
し
て
肝
氣
衰
え
、
筋
動
く
能
わ
ず
、
天
癸
蜴
き
、
精
少
な
く
、
腎
藏
衰
え
、
形
禮
皆

八
八
に
し
て
則
ち
歯
髪
去
り
、
腎
は
水
を
主
り
、
五
藏
六
府
の
精
を
受
け
て
之
を
藏
す
。
故
に
五
藏
盛
ん
に
し
て
乃
ち
能
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一
、
白
居
易
の
詩
作
を
通
し
て
、
病
弱
多
病
を
中
医
学
的
に
分
析
し
た
。

ｊ
二
、
先
天
の
腎
精
不
足
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
母
親
に
起
因
す
る
か
と
思
わ
れ
た
。

０３伽
三
、
風
寒
湿
邪
と
い
っ
た
外
因
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。

唱
四
、
政
争
、
戦
乱
、
行
政
官
と
し
て
人
民
の
貧
苦
へ
の
心
痛
、
親
族
・
友
人
の
多
数
の
死
去
な
ど
に
よ
る
七
情
内
傷
が
大
き
か
っ
た
。

霊
五
、
飲
酒
や
喫
茶
習
慣
が
湿
邪
内
穂
を
引
き
起
こ
し
疾
病
関
与
に
関
わ
っ
た
。

９鐸
六
、
仙
薬
に
興
味
を
持
ち
焼
丹
な
ど
も
試
み
た
が
、
実
際
年
余
に
亘
り
服
用
し
た
も
の
に
雲
母
が
あ
る
。
鉱
物
薬
で
は
あ
る
が
、
重
金
属
で

な
か
っ
た
ぶ
ん
副
作
用
は
少
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

誌舞
七
、
儒
仏
道
一
二
教
に
よ
る
安
寧
が
疾
苦
の
軽
減
に
寄
与
し
た
。

睦
八
、
眼
病
は
肝
火
や
血
虚
が
主
因
で
あ
る
。

本日
九
、
風
癖
の
誘
因
は
風
邪
で
あ
り
、
寒
湿
邪
を
内
在
し
た
こ
と
が
病
因
で
あ
る
。

十
、
肺
疾
患
は
木
火
刑
金
の
結
果
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
が
主
病
因
で
あ
る
。

十
一
、
白
髪
、
歯
脱
な
ど
の
速
や
か
な
老
化
は
、
先
天
不
足
に
後
天
不
足
が
絡
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

く
寓
す
。
今
五
藏
皆
衰
へ
、
筋
骨
解
堕
し
、
天
癸
壼
き
た
り
。
故
に
髪
賓
白
く
、
身
禮
重
く
、
行
歩
正
し
か
ら
ず
し
て
子
無
き
の
み
。

と
、
老
化
に
関
す
る
中
医
学
の
基
本
的
考
え
は
明
ら
か
で
あ
る
。

《
王

、
勺
〃
〃

（
１
）
今
井
清
「
白
楽
天
の
健
康
状
態
」
「
東
方
学
報
」
三
六
巻
、
三
八
九
～
四
二
二
頁
、
一
九
六
四
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
京
都

ま
と
め
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四
十
未
為
老
、
憂
傷
早
衰
悪
。
前
歳
二
毛
生
、
今
年
一
歯
落
。
形
骸
日
損
耗
、
心
事
同
爺
索
。

夜
寝
與
朝
餐
、
其
間
味
亦
薄
。
同
歳
崔
舍
人
、
容
光
方
灼
灼
。
始
知
年
與
貌
、
衰
盛
随
憂
樂
。

畏
老
老
轌
迫
、
憂
病
病
彌
縛
。
不
畏
複
不
憂
、
是
除
老
病
藥
。

朝
突
心
所
愛
、
暮
突
心
所
親
。
親
愛
零
落
霊
、
安
用
身
猫
存
、
幾
許
平
生
獣
、
無
限
骨
肉
恩
。

結
為
腸
間
痛
、
聚
作
鼻
頭
辛
。
悲
來
四
支
緩
、
泣
壼
隻
眸
昏
。
所
以
年
四
十
、
心
如
七
十
人
。

我
聞
浮
屠
教
、
中
有
解
脱
門
。
置
心
為
止
水
、
視
身
如
浮
雲
。
科
撤
垢
横
衣
、
度
脱
生
死
輪
。

胡
為
感
此
苦
、
不
去
猶
逵
巡
。
回
念
發
弘
願
、
願
此
見
在
身
。
但
受
過
去
報
、
不
結
將
來
因
。

誓
以
智
慧
水
、
永
洗
煩
悩
塵
。
不
將
恩
愛
子
、
更
種
憂
悲
根
。

（
叩
）
「
琵
琶
行
」
言
白
居
易
集
」
巻
十
二
）
の
序

元
和
十
年
、
予
左
遷
九
江
郡
司
馬
。
明
年
秋
、
送
客
溢
浦
口
、
聞
舟
船
中
夜
弾
琵
琶
者
。
蕊
其
音
、
鐸
鐸
然
有
京
都
聲
。
問
其
人
、
本
長
安
侶
女
、

（
８
）
「
白
居
易
集
』
巻
一
慈
烏
夜
啼

慈
烏
失
其
母
、
唖
唖
吐
哀
音
。
壹
夜
不
飛
去
、
經
年
守
故
林
。
夜
夜
夜
半
啼
、
間
者
爲
沽
襟
。

聲
中
如
告
訴
、
未
壼
反
哺
心
。
百
烏
豈
無
母
、
爾
濁
哀
怨
深
。
應
是
母
慈
重
、
使
爾
悲
不
任
。

昔
有
呉
起
者
、
母
残
喪
不
臨
。
嵯
哉
斯
徒
輩
、
其
心
不
如
禽
。
慈
烏
複
慈
烏
、
烏
中
之
曾
参
。

（
２
）
鎌
田
出
「
唐
詩
人
の
疾
病
観
１
１
白
居
易
を
中
心
と
し
て
」
、
「
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
三
六
巻
一
○
一
～
一
○
八
頁
、
一
九
九
二

（
３
）
松
木
き
か
二
長
恨
歌
』
と
白
楽
天
」
『
内
経
」
九
四
巻
二
～
六
頁
、
一
九
九
六

（
４
）
王
拾
遺
著
『
白
居
易
研
究
』
三
～
九
八
頁
、
上
海
文
芸
連
合
出
版
社
、
一
九
五
四
、
上
海

（
５
）
王
拾
遺
編
『
白
居
易
生
活
系
年
』
三
～
三
三
四
頁
、
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
、
銀
川

（
６
）
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究
」
二
～
一
六
一
頁
、
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
、
京
都

（
７
）
下
定
雅
弘
「
白
居
易
研
究
の
課
題
を
考
え
る
‐
謝
思
偉
『
白
居
易
集
綜
論
」
に
即
し
て
」
『
白
居
易
研
究
年
報
」
創
刊
号
、
一
七
七
～
二
一
五
頁
、

（
９
）
巻
十
自
覺
二
首

二
○
○
○



日本医史学雑誌第49巻第4号（2003）629

同
是
天
涯
浦
落
人
、
相

溥
陽
地
僻
無
音
樂
、
終

其
問
旦
暮
間
何
物
、
杜

豈
無
山
歌
與
村
笛
、
嘔

莫
鮮
更
坐
弾
一
曲
、
爲

凄
凄
不
似
向
前
聲
、
滿

（
Ⅱ
）
即
事
詠
懐
、
題
於
石

香
艫
峰
北
面
、
遺
愛
寺

松
張
翠
傘
蓋
、
竹
筒
吉

時
有
、
冥
子
、
姓
白
字

架
岩
結
茅
宇
、
斫
堅
開

左
手
搗
一
壷
、
右
手
契

言
我
本
野
夫
、
誤
爲
価

舍
此
欲
焉
往
、
人
間
多

（
吃
）
巻
十
自
覺
二
首
の
二

朝
突
心
所
愛
、
暮
突
心

結
爲
腸
間
痛
、
聚
作
皇

我
間
浮
屠
教
、
中
有
解

胡
爲
感
此
苦
、
不
去
猶

嘗
學
琵
琶
於
穆
、

徒
於
江
湖
間
。
マ

そ
し
て
詩
の
一
部
、
曹
二
善
才
、
年
長
色
衰
、
委
身
為
買
人
婦
。
遂
命
酒
、
使
快
弾
數
曲
。
曲
罷
、
燗
獣
。
自
叙
少
小
時
歓
樂
事
、
今
漂
浦
惟
悴
、
轌

予
出
官
二
年
、
括
然
自
安
、
感
斯
人
言
、
是
夕
始
覺
有
遷
請
意
。
因
為
長
句
、
歌
以
贈
之
、
凡
六
百
一
十
二
言
、
命
日
『
琵
琶
行
」
。

人
、
相
逢
何
必
曾
相
識
。
我
從
去
年
僻
帝
京
、
請
居
臥
病
溥
陽
城
。

樂
、
終
歳
不
間
絲
竹
聲
。
住
近
浦
江
地
低
混
、
黄
蘆
苦
竹
繧
宅
生
。

物
、
杜
鵲
啼
血
猿
哀
鳴
。
春
江
花
朝
秋
月
夜
、
往
往
取
酒
還
濁
傾
。

笛
、
嘔
唖
瑚
噺
難
爲
蕊
。
今
夜
間
君
琵
琶
語
、
如
聡
仙
樂
耳
暫
明
。

曲
、
爲
君
翻
作
琶
琵
行
。
感
我
此
言
良
久
立
、
部
坐
促
弦
弦
轌
急
。

聲
、
滿
座
重
聞
皆
掩
泣
。
座
中
泣
下
誰
最
多
、
江
州
司
馬
青
杉
混
。

題
於
石
上
（
巻
七
）

遺
愛
寺
西
偏
。
白
石
何
鑿
鑿
、
清
流
亦
渥
渥
。
有
松
數
十
株
、
有
竹
千
余
竿
。

竹
筒
青
邸
汗
。
其
下
無
人
居
、
惜
哉
多
歳
年
。
有
時
聚
猿
烏
、
終
日
空
風
煙
。

姓
白
字
樂
天
。
平
生
無
所
好
、
見
此
心
依
然
。
如
獲
終
老
地
、
忽
乎
不
知
遠
。

斫
堅
開
茶
園
。
何
以
洗
我
耳
、
屋
頭
落
飛
泉
。
何
以
淨
我
眼
、
刷
下
生
白
蓮
。

右
手
掌
五
弦
。
傲
然
意
自
足
、
箕
踞
於
其
間
。
興
甜
仰
天
歌
、
歌
中
珈
寄
言
。

誤
爲
世
網
牽
。
時
來
昔
捧
日
、
老
去
今
歸
山
。
倦
烏
得
茂
樹
、
澗
魚
返
渭
源
。

人
間
多
瞼
報
。

暮
突
心
所
親
。
親
愛
零
落
壼
、
安
用
身
猫
存
、
幾
許
平
生
獣
、
無
限
骨
肉
恩
。

聚
作
鼻
頭
辛
。
悲
來
四
支
緩
、
泣
壼
鬘
眸
昏
。
所
以
年
四
十
、
心
如
七
十
人
。

中
有
解
脱
門
。
置
心
爲
止
水
、
視
身
如
浮
雲
。
科
撒
垢
猿
衣
、
度
脱
生
死
輪
。

不
去
猶
逵
巡
。
回
念
發
弘
願
、
願
此
見
在
身
。
但
受
過
去
報
、
不
結
將
來
因
。
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（
〃
）
「
不
二
門
」
（
巻
十
一

両
眼
日
將
暗
、
四
肢
誌

誌
氣
與
形
骸
、
安
得
巨

亦
曾
嶢
大
藥
、
消
自
巣

化
作
樵
悴
翁
、
拠
身
左

（
岨
）
「
海
漫
漫
」
（
巻
三
）

（
Ｍ
）
「
題
贈
定
光
上
人
」
（
巻
‐

二
十
身
出
家
、
四
十
心
離
圭

春
花
與
秋
氣
、
不
感
無
情
‐

安
得
遺
耳
目
、
冥
然
反
天
一

（
巧
）
津
田
左
右
吉
「
唐
詩
に
士

（
略
）
「
仲
夏
齋
戒
月
」
（
巻
八
）

亦
莫
感
此
身
、
亦
莫
厭
此
身
。
此
身
何
足
感
、
萬
劫
煩
悩
根
。

此
身
何
足
厭
、
一
聚
、
空
塵
。
無
懲
亦
無
厭
、
始
是
道
遙
人
。

（
Ｍ
）
「
題
贈
定
光
上
人
」
（
巻
九
）

二
十
身
出
家
、
四
十
心
離
塵
。
得
径
入
大
道
、
乘
此
不
退
輪
。
一
坐
十
五
年
、
林
下
秋
複
春
。

春
花
與
秋
氣
、
不
感
無
情
人
。
我
來
如
有
悟
、
潜
以
心
照
身
。
誤
落
聞
見
中
、
憂
喜
傷
形
神
。

安
得
遺
耳
目
、
冥
然
反
天
真
。

（
巧
）
津
田
左
右
吉
「
唐
詩
に
あ
ら
は
れ
て
い
る
佛
教
と
道
教
」
『
シ
ナ
佛
教
の
研
究
」
、
四
三
五
～
四
七
九
頁
、

（
過
）
「
道
遙
詠
」
（
巻
十
一
）

直
下
無
底
労
無
邊
。
雲
濤
煙
浪
最
深
虚
、
人
傳
中
有
三
神
山
。
山
上
多
生
不
死
藥
、

海
漫
漫
、

仲
夏
齋
戒
月
、
三
旬
断
膣
檀
。
自
覺
心
骨
爽
、
行
起
身
刷
刷
。
始
知
絶
粒
人
、
四
禮
更
輕
便
。

初
能
脱
病
患
、
久
必
成
神
仙
。
御
冠
駅
冷
風
、
赤
松
瀞
紫
煙
。
常
疑
此
説
謬
、
今
乃
知
其
然
。

我
年
過
半
百
、
氣
衰
神
不
全
。
已
垂
雨
賓
絲
、
難
補
三
丹
田
。
但
減
董
血
味
、
梢
結
清
淨
縁
。

脱
巾
且
修
養
、
肌
以
終
天
年
。

誓
以
智
慧
水
、
永
洗
煩
悩
塵
。
不
將
恩
愛
子
、
更
種
憂
悲
根
。

巻拠消安四
三身息得肢
､-／在乖長漸
荒火依衰
晒候蕾痩
00，O

坐至亦束
看今曾帯
老残登剰
病丹玉昔
逼砂陛園
、、、、

須嶢學穿
得干措衣
醤不多妨
王成批寛
救就樛袖
OOOO

唯行至流
有藏今年
不事金似
二両閾江
門失籍水
、、、、

其憂名奔
間！'箇姓注
無心濁無
天交遺昏
壽斗漏壹
OOOO

岩
波
書
店
、
一
九
五
七
、
東
京
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（
別
）
森
立
之
、
郭
秀
梅
、

丹
砂
久
服
通
神
明
、

服
之
羽
化
爲
天
仙
。
秦
皇
漢
武
信
此
語
、
方
士
年
年
采
藥
去
。
蓬
英
今
古
但
間
名
、

煙
水
荘
荘
無
筧
盧
。
海
漫
漫
、
風
浩
浩
、
眼
穿
不
見
蓬
莱
島
。
不
見
蓬
莱
不
敢
歸
、

童
男
髻
女
舟
中
老
。
徐
福
文
成
多
証
誕
、
上
元
太
一
虚
祈
祷
。
君
君
騒
山
頂
上
茂
陵
頭
、

畢
寛
悲
風
吹
蔓
草
。
何
況
玄
元
聖
祖
五
千
言
、
不
言
藥
、
不
言
仙
、
不
言
白
日
升
青
天
。

（
岨
）
坂
出
祥
伸
「
晴
唐
時
代
に
お
け
る
服
丹
と
内
観
と
内
丹
」
『
中
国
古
代
養
生
思
想
の
総
合
的
研
究
」
五
六
六
～
五
九
九
頁
、
平
河
出
版
社
、
一
九

能
化
爲
耒
、

『
傭
物
志
』

立
之
案
白
青
、
乾
薑
條
並
云
「
久
服
通
神
明
。
」
『
呉
氏
本
草
」
云
「
空
青
久
服
、
有
神
仙
玉
女
來
侍
。
『
御
覧
」
引
」
蓋
是
久
服
通
神
明
之
謂
也
。

「
弘
決
外
典
抄
」
云
「
害
云
篦
竹
未
蒻
、
則
鳳
音
不
彰
情
性
未
練
、
則
神
明
不
發
。
」
所
謂
練
情
性
者
、
謂
精
神
自
養
、
魂
塊
自
安
也
。
精
神
魂

塊
自
爲
安
養
、
而
後
神
明
之
妙
理
始
可
通
耳
。
『
孝
經
』
云
「
孝
悌
之
至
、
通
於
神
明
、
光
於
四
海
、
無
所
不
通
。
」
又
『
右
契
』
云
「
内
藏
不
足
爲

神
、
外
傭
観
不
足
爲
明
、
惟
孝
者
爲
能
法
天
之
神
、
麗
日
之
明
。
」
神
明
之
義
、
以
此
爲
長
也
。
『
扁
鵲
傳
』
云
「
長
桑
君
乃
出
其
懐
中
藥
予
扁
鵲
、

飲
是
以
上
池
之
水
、
三
十
日
當
知
物
突
。
扁
鵲
以
其
言
飲
藥
三
十
日
、
視
見
垣
一
方
人
、
以
此
視
病
、
壼
見
五
藏
綴
結
。
」
所
云
知
物
、
視
見
垣
外

人
、
視
見
五
藏
綴
結
、
並
謂
通
神
明
也
。

青
霞
子
云
「
丹
砂
、
自
然
不
死
、

見
火
、
悉
成
灰
儘
。
丹
砂
伏
火
、

騰
、
鬼
神
尋
求
、
莫
知
所
在
。
」

孫
星
術
云
「
按
金
石
之
藥
、
古
人
云
久
服
輕
延
年
者
、
謂
當
避
、
絶
人
道
、
或
服
數
十
年
乃
效
耳
。
今
人
和
肉
食
服
之
、
遂
多
相
反
、
轌
以
成
疾
、

不
可
疑
古
害
之
虚
誕
。
」

不人
老、
、＝Lロ

八
八
、
東
京

）
森
立
之
、

日
「
僥
丹
朱
成
水
銀
、
則
不
類
物
同
類
異
用
者
。
」

岡
田
研
吉
、
加
藤
久
幸
校
点
『
本
草
経
孜
注
」
（
上
）
七
二
～
八
一
頁
、
学
苑
出
版
社
、
二
○
○
三
、
北
京

化若

爲鳥黄一
銀哀
、、

能血
重散

驚禮
、喝

能、
神骨
能枯
雲、
､八

能石
黒之
能功

白調
ムヒムヒ
目上目上

暗添
能益
明。
。若
一長
糾生
人久
華視
、、

力保
難命
昇安
畢神
、、

萬須
斤餌
遇丹
火砂
、、

輕且
速八
上石
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暁
服
雲
英
嗽
井
華
、
蓼
然
身
若
在
烟
霞
。
藥
錆
日
晏
三
匙
飯
、
酒
渇
春
深
一
椀
茶
。

（
犯
）
巻
三
十
六
對
酒
閑
吟
、
贈
同
老
者

雲
液
酒
六
脈
、
陽
和
生
四
肢
。
於
中
我
自
藥
、
此
外
吾
不
知
。

（
皿
）
巻
三
十
一
早
服
雲
母
散

（
鴎
）
巻
一
夢
仙

帝
言
汝
仙
才
、
努
力
勿
自
輕
。
部
後
十
五
年
、
期
汝
不
死
庭
。
再
拝
受
斯
言
、
既
宿
喜
且
驚
。

『
藥
性
論
」
云
「
此
還
丹
之
元
母
、
神
仙
不
死
之
藥
。
」
陶
云
「
酒
和
日
暴
、
服
之
長
生
也
。
」

徐
壷
胎
云
「
丹
家
艫
鼎
之
術
、
以
水
銀
與
鉛
爲
龍
虎
、
合
練
成
丹
。
服
之
則
能
長
生
久
視
、
飛
昇
羽
化
。
自
『
参
同
契
」
以
後
、
其
説
紛
紛
、
高
名

之
士
爲
所
誤
者
不
一
而
足
。
夫
水
銀
乃
五
金
之
精
、
而
未
成
全
禮
者
也
。
凡
金
無
不
畏
火
、
惟
水
銀
則
百
、
如
故
。
以
其
未
成
金
質
、
中
含
水
精
、

故
火
不
得
而
傷
之
。
其
能
鮎
化
爲
黄
白
者
、
亦
因
藥
物
所
、
愛
其
外
貌
、
非
能
眞
作
金
銀
也
。
今
乃
以
其
質
之
不
朽
、
欲
借
其
氣
以
固
形
鰐
、
眞
闇

支
離
。
蓋
人
於
萬
物
、
本
爲
異
禮
、
借
物
之
氣
以
攻
六
邪
、
理
之
所
有
借
物
之
質
以
永
性
命
、
理
之
所
無
。
術
士
好
作
聰
明
、
談
天
談
易
似
闇
可

蕊
、
實
則
伏
義
壹
卦
、
列
聖
繋
辞
、
何
嘗
有
長
生
二
字
、
此
乃
假
託
大
言
、
以
愚
小
智
。
其
人
已
死
、
誰
云
尚
在
。
試
其
術
者
、
破
家
喪
身
。
未
死

則
不
悟
、
既
死
則
又
不
知
。
歴
世
以
來
昧
者
接
踵
、
總
由
畏
死
負
生
之
念
迫
於
中
、
而
反
以
自
速
其
死
耳
。
悲
夫
。
」

立
之
案
水
銀
下
云
「
錆
化
還
爲
丹
」
、
與
此
互
文
見
義
。

『
抱
朴
子
」
日
「
丹
砂
僥
之
成
水
銀
、
積
建
又
還
成
丹
砂
是
也
・
」

又
案
『
説
文
』
「
順
、
丹
砂
所
化
爲
水
銀
也
。
」
高
誘
注
『
准
南
』
云
「
白
順
、
水
銀
也
。
」
『
廣
雅
」
「
水
銀
謂
之
求
。
「
太
平
御
覧
』
及
「
嘉
祐
補
注

本
草
」
、
「
本
草
圖
經
」
引
『
廣
雅
」
並
「
耒
」
作
「
頚
」
。
王
念
孫
檬
改
作
「
額
」
・
」
順
、
未
古
今
字
也
、
檬
此
、
丹
砂
、
水
銀
子
母
一
篭
耳
。
執

上
之
際
、
或
代
用
銀
朱
亦
可
。
但
天
造
者
爲
丹
砂
、
人
造
者
爲
銀
朱
、
自
有
精
粗
上
下
之
分
、
猶
石
緑
與
銅
線
之
異
耳
。

久
服
神
仙
不
死
、

陶
云
「
還
復
爲
丹
、
事
出
『
仙
經
』
・
」
徐
露
胎
日
「
水
銀
出
於
丹
砂
中
者
爲
多
、
故
亦
可
、
成
丹
石
。
金
精
得
火
登
化
不
測
、
鉛
耒
皆
如
此
。
」

立
之
案
丹
砂
下
云
「
能
化
爲
耒
」
、
此
云
「
還
復
爲
丹
」
、
文
義
互
見
、
然
則
或
用
銀
朱
亦
可
。

水
銀
錆
化
還
復
爲
丹
。
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秘
之
不
敢
泄
、
誓

（
型
）
巻
七
宿
簡
寂
観

名
利
心
既
忘
、
市
朝
夢
亦
壼
。
暫
來
尚
如
此
、
況
乃
終
身
陰
。
何
以
療
夜
識
、
一
匙
雲
母
粉
。

（
弱
）
「
本
草
経
孜
注
」
「
雲
母
」
の
項

『
抱
朴
子
一
云
「
服
雲
母
十
年
、
雲
氣
常
覆
其
上
、
服
其
母
以
致
其
子
、
理
自
然
也
。
」

（
妬
）
金
谷
治
「
白
楽
天
の
精
神
」

（
”
）
巻
八
病
中
逢
秋
、
招
客
夜
酌

除立
邪之
氣案

「
抱
朴
子
」
云
「
服
雲
母
十

中
風
寒
熱
、
如
在
車
船
上
。

岡
邨
尚
謙
云
「
如
在
車
船
‐

安
五
藏
、

益
子
精
、
壯
腎
据

久
服
輕
身
延
年
。

立
之
案
子
精
者
、
腎
家
所
畜
之
精
、
所
以
成
子
、
故
日
子
精
。
益
男
子
所
得
而
施
化
者
是
也
。
『
千
金
」
治
婦
人
絶
産
秦
椒
丸
條
云
「
邉
稚
府
藏
、

使
玉
門
受
子
精
。
」
可
以
證
也
。
『
藥
性
論
」
云
「
補
腎
冷
。
」

立
之
案
「
安
五
藏
」
者
、
言
安
鎭
五
藏
之
氣
、
乃
鎭
心
之
義
。
前
文
所
謂
如
在
車
船
上
者
、
即
五
藏
不
安
之
證
也
。
『
抱
朴
子
」
有
服
五
雲
之
法
、

亦
取
五
色
以
安
五
藏
之
義
。

益
子
精
、

明
目
、

「
千
金
翼
」
「
治
熱
風
汗
出
、
心
悶
、
水
和
雲
母
服
之
、
不
過
、
再
服
、
立
愈
。
」

『
抱
朴
子
」
云
「
他
物
埋
之
即
朽
、
著
火
即
焦
、
而
五
雲
内
猛
火
中
、
經
時
終
不
焦
、
埋
之
永
不
腐
、
故
能
令
人
長
生
也
。
」

）
金
谷
治
「
白
楽
天
の
精
神
」
『
金
谷
治
中
国
思
想
論
集
（
上
巻
）
』
六
○
七
～
六
二
七
頁
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
、
東
京

云
「
如
在
車
船
上
、
言
目
眩
也
・
」

如
在
車
船
上
者
、
言
風
熱
上
淀
、
心
氣
不
定
、
全
身
不
鎭
著
也
。
目
眩
亦
其
一
端
也
。

壯
腎
源
、
所
以
有
明
目
之
功
。

誓
誌
居
岩
。
恩
愛
舍
骨
肉
、
飲
食
箇
埴
脛
。
朝
餐
雲
母
散
、
夜
吸
抗
、
精
。
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（
認
）
「
霊
枢
」
本
藏
第
四
十
七

黄
帝
問
子
岐
伯
日
。
人
之
血
氣
精
神
者
。
所
以
奉
生
而
周
干
性
命
者
也
。
經
豚
者
。
所
以
行
血
氣
。
而
管
陰
陽
。
濡
筋
骨
。
利
關
節
者
也
。
衞
氣
者
。

所
以
温
分
肉
。
充
皮
膚
。
肥
膜
理
。
司
開
閨
者
也
。
志
意
者
。
所
以
御
精
神
。
收
魂
塊
。
適
寒
温
。
和
喜
怒
者
也
。
是
故
血
和
。
則
經
豚
流
行
。
管

覆
陰
陽
。
筋
骨
勁
強
。
關
節
情
利
美
。
衞
氣
和
。
則
分
肉
解
利
。
皮
膚
調
柔
。
膜
理
徹
密
芙
。
志
意
和
。
則
精
神
專
直
。
魂
塊
不
散
。
悔
怒
不
起
。

ち
な
み
に
「
瘤
、

（
犯
）
小
高
修
司
「
【

四
頁
、
二
○
○
一

（
鋤
）
巻
十
四
得
銭
舎
人
書
問
眼
疾

春
來
眼
闇
少
心
情
、
鮎
壼
黄
連
尚
未
平
。
唯
得
君
書
勝
得
藥
、
開
鍼
未
讃
眼
先
明

（
弧
）
巻
三
十
五
病
中
詩
十
五
首
並
序
の
序

六
十
有
八
。
冬
十
月
甲
寅
且
、
始
得
風
癖
之
疾
、
禮
瘍
目
眩
、
左
足
不
支
、
蓋
老
病
相
乗
時
而
至
至
耳
。
…
…
外
形
骸
而
内
忘
憂
志
、
先
禅
観
而
後

（
鴻
）
巻
六
答
ト
寺

病
眼
昏
似
夜
、

知
君
善
易
者
、

（
羽
）
巻
九
白
髪

順
髻
治
。

白
髪
知
時
節
、
暗
與
我
有
期
。
今
朝
日
陽
裡
、
柿
落
數
菫
絲
。
家
人
不
慣
見
、
燗
獣
爲
我
悲
。

我
雲
何
足
怪
、
此
意
爾
不
知
。
凡
人
年
三
十
、
外
壯
中
已
衰
。
但
思
寝
食
味
、
已
減
二
十
時
。

況
我
今
四
十
、
本
來
形
貌
扇
。
害
魔
昏
雨
眼
、
酒
病
、
四
肢
。
親
愛
日
零
落
、
在
者
価
別
離
。

身
心
久
如
此
、
白
發
生
已
暹
。
由
來
生
老
死
、
三
病
長
相
随
。
除
部
念
無
生
、
人
間
無
藥
治
。

不
見
詩
酒
客
、

雪
生
衰
賓
久
、

）
巻
六
答
ト
者堤

病
也
。
」
と
『
玉
篇
」
に
あ
る
。

「
【
シ
リ
ー
ズ
中
医
時
間
治
療
学
】
１

衰
寶
掘
如
秋
。
除
部
須
衣
食
、
平
生
百
事
体
。

問
我
決
疑
不
。
不
ト
非
他
故
、
人
間
無
所
求
。

臥
來
半
月
余
。
合
和
新
藥
草
、
尋
検
蕾
方
書
。
晩
雲
煙
景
度
、
早
涼
窟
戸
虚
。

秋
入
病
心
初
。
臥
箪
薪
竹
冷
、
風
襟
耶
葛
疏
。
夜
來
身
校
健
、
小
飲
複
何
如
、

中
国
医
学
に
よ
る
診
断
治
療
へ
の
応
用
」
、
『
漢
方
の
臨
床
」
四
八
巻
、
一
○
八
九
～
一
○
九
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（
弘
）
巻
七
閑
居

（
弱
）
巻
九
初
見
白
髪

＊
『
白
居
易
集
」
は
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
の
全
四
冊
本
、
顧
學
頷
校
鮎
、
中
華
耆
局
出
版
、
一
九
七
九
年
刊
を
用
い
た
。

（
中
醤
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
コ
タ
カ
）

白
髪
生
一
菫
、
朝
來
明
鏡
裡
。
勿
言
一
菫
少
、
滿
頭
從
此
始
。

青
山
方
遠
別
、
黄
綬
初
從
仕
。
未
料
容
寶
間
、
蹉
鋺
忽
如
此
。

肺
病
不
飲
酒
、
眼
昏
不
請
書
。
端
然
無
所
作
、
身
意
閑
有
余
。

難
棲
雛
落
晩
、
雪
映
林
木
疏
。
幽
凋
已
雲
極
、
何
必
山
中
居
。

五
藏
不
受
邪
芙
。
寒
温
和
。
則
六
府
化
穀
。
風
癖
不
作
。
經
豚
通
利
。
肢
節
得
安
芙
。
此
人
之
常
平
也
。



④
師
や AStudyofBo-Juyi'sDiSease

ShujiKOTAKA

Hitherto,Bo-Juyihasbeenknownasssicklypoet.Butanalysisofhisdiseaseaccording

tothetraditionalChinesemedicinehadnotbeenuntilthispaper.Somanyfactorsaffected

hisillness;especiallytheweaklifepowerwhichhewasgivenfromhismotherandtheheavy

Ioadofstresshesufferedwereworseningfactors・Hishabitsofheavydrinkingofalcoholand

teaweakenedhisconstitutionbycreatingbadwatersinhisbody-whichnormallywouldhave

protectedtheHowofQi,bloodandHuids.Therefore,hewassusceptibletomanydiseases.

謡
嵯
喋
（
ｋ
蕪
）
螺
哩
、
”
匠
辿
沌
吾


